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安全情報の表示について 
当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関す

る情報を提供しています。記述内容を十分に理解した上で機器を操作してください。 
下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含まれる

とき，製品に貼り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。 
 

本書中の表示について 

 回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険があることを示します。 

 回避しなければ，死亡または重傷に至るおそれがある潜在的な危険があることを示します。 

 回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至るおそれがある潜在的危険，または， 
物的損害の発生のみが予測されるような危険があることを示します。 

機器に表示または本書に使用されるシンボルについて 

機器の内部や操作箇所の近くに，または本書に，安全上および操作上の注意を喚起するための表示があります。 
これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分に理解して，注意に従ってください。 
 

  禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。 

  守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。 

  警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。 

  注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。 

  このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。 

 
 
MX880055A 
スモールセルアプリケーションアプレット 
取扱説明書 
 
2014年 (平成26年) ８月29日 (初 版)  

2022年 (令和４年) １月21日 (第６版)  

  
 予告なしに本書の製品操作・取り扱いに関する内容を変更することがあります。 
 許可なしに本書の一部または全部を転載・複製することを禁じます。 
Copyright © 2014-2022, ANRITSU CORPORATION 
Printed in Japan 

   危険 

   警告 

   注意 
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品質証明 
アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表機能を満足することを証

明します。 
 
 

保証 
・ アンリツ株式会社は，本ソフトウェアが付属のマニュアルに従った使用方法にも

かかわらず，実質的に動作しなかった場合に，無償で補修または交換します。 
・ その保証期間は，購入から 6 か月間とします。 
・ 補修または交換後の本ソフトウェアの保証期間は，購入時から 6 か月以内の残余

の期間，または補修もしくは交換後から 30 日のいずれか長い方の期間とします。 
・ 本ソフトウェアの不具合の原因が，天災地変などの不可抗力による場合，お客

様の誤使用の場合，またはお客様の不十分な管理による場合は，保証の対象

外とさせていただきます。 
 
また，この保証は，原契約者のみ有効で，お客様から再販売されたものについて

は保証しかねます。 
 
なお，本製品の使用，あるいは使用不能によって生じた損害およびお客様の取引

上の損失については，責任を負いかねます。ただし，その損害または損失が，当

社の故意または重大な過失により生じた場合はこの限りではありません。 
 
 

当社へのお問い合わせ 
本製品の故障については，本書 (紙版説明書では巻末，電子版説明書では別フ

ァイル) に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連絡く

ださい。 
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国外持出しに関する注意 

1. 本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していな

い場合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一

切の責任を負いかねます。 
2. 本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際に

は，「外国為替及び外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役

務取引許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規

則」により，日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とす

る場合があります。 
本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，

事前に必ず当社の営業担当までご連絡ください。 
輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事

用途等に不正使用されないように，破砕または裁断処理していただき

ますようお願い致します。 
 
 
 



 

v 
 

ソフトウェア使用許諾 
お客様は，ご購入いただいたソフトウェア (プログラム，データベース，電子機器の動作・設定などを定めるシナリオ等

を含み，以下「本ソフトウェア」と総称します) を使用 (実行，インストール，複製，記録等を含み，以下「使用」と総称し

ます) する前に，本「ソフトウェア使用許諾」 (以下「本使用許諾」といいます) をお読みください。お客様から本使用

許諾の規定にご同意いただいた場合のみ，お客様は，本使用許諾に定められた範囲において本ソフトウェアをアンリ

ツが推奨または指定する装置 (以下，「本装置」といいます) に使用することができます。お客様が本ソフトウェアを使

用したとき，当該ご同意をいただいたものとします。 
 
第 1 条 (許諾，禁止内容) 

1. お客様は，本ソフトウェアを有償・無償にかかわら

ず第三者へ販売，開示，移転，譲渡，賃貸，リース，

頒布し，または再使用させる目的で複製，開示，使

用許諾することはできません。 
2. お客様は，本ソフトウェアをバックアップの目的で，

1 部のみ複製を作成できます。 
3. 本ソフトウェアのリバースエンジニアリング，逆アセ

ンブルもしくは逆コンパイル，または改変もしくは派

生物 (二次的著作物) の作成は禁止させていた

だきます。 
4. お客様は，本ソフトウェアを本装置 1 台で使用でき

ます。 
第 2 条 (免責) 

アンリツは，お客様による本ソフトウェアの使用また

は使用不能から生ずる損害，第三者からお客様に

請求された損害を含め，一切の損害について責任

を負わないものとします。ただし，当該損害がアン

リツの故意または重大な過失により生じた場合はこ

の限りではありません。 
第 3 条 (修補) 

1. お客様が，取扱説明書に書かれた内容に基づき

本ソフトウェアを使用していたにもかかわらず，本ソ

フトウェアが取扱説明書もしくは仕様書に書かれた

内容どおりに動作しない場合 (以下「不具合」とい

います) には，アンリツは，アンリツの判断に基づ

いて，本ソフトウェアを無償で修補，交換し，または

不具合回避方法のご案内をするものとします。ただ

し，以下の事項による本ソフトウェアの不具合およ

び破損，消失したお客様のいかなるデータの復旧

を除きます。 
a) 取扱説明書・仕様書に記載されていない使用

目的での使用 
b) アンリツが指定した以外のソフトウェアとの相互

干渉 
c) アンリツの承諾なく，本ソフトウェアまたは本装

置の修理，改造がされた場合  
d) 他の装置による影響，ウイルスによる影響，災

害，その他の外部要因などアンリツの責めとみ

なすことができない要因があった場合 
2. 前項に規定する不具合において，アンリツが，お

客様ご指定の場所で作業する場合の移動費，宿

泊費および日当に係る現地作業費については有

償とさせていただきます。 
3. 本条第 1 項に規定する不具合に係る保証責任期

間は本ソフトウェア購入後 6 か月または修補後 30
日いずれか遅い方の期間とさせていただきます。 

第 4 条 (法令の遵守) 

お客様は，本ソフトウェアを，直接，間接を問わず，

核，化学・生物兵器およびミサイルなど大量破壊

兵器および通常兵器，ならびにこれらの製造設備

等・関連資機材等の拡散防止の観点から，日本国

の「外国為替及び外国貿易法」およびアメリカ合衆

国「輸出管理法」その他国内外の関係する法律，

規則，規格等に違反して，いかなる仕向け地，自

然人もしくは法人に対しても輸出しないものとし，ま

た輸出させないものとします。 
第 5 条 (規定の変更) 

アンリツは，本使用許諾の規定の変更が，お客様

の一般の利益に適う場合，または本使用許諾の目

的および変更に係る諸事情に照らして合理的な場

合に，お客様の承諾を得ることなく変更を実施する

ことができます。変更にあたりアンリツは，原則とし

て 45 日前までに，その旨 (変更後の内容および

実施日) を自己のホームページに掲載し，または

お客様に書面もしくは電子メールで通知します。 
第 6 条 (解除) 

1. アンリツは，お客様が，本使用許諾のいずれかの

条項に違反したとき，アンリツの著作権およびその

他の権利を侵害したとき，暴力団等反社会的な団

体に属しもしくは当該団体に属する者と社会的に

非難されるべき関係があることが判明したとき，また

は法令に違反したとき等，本使用許諾を継続でき

ないと認められる相当の事由があるときは，直ちに

本使用許諾を解除することができます。 
2. お客様またはアンリツは，30 日前までに書面で相
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手方へ通知することにより，本使用許諾を終了させ

ることができます。 
第 7 条 (損害賠償) 

お客様が本使用許諾の規定に違反した事に起因

してアンリツが損害を被った場合，アンリツはお客

様に対して当該損害の賠償を請求することができ

ます。 
第 8 条 (解除後の義務)  

お客様は，第 6 条により，本使用許諾が解除され

または終了したときは直ちに本ソフトウェアの使用

を中止し，アンリツの求めに応じ，本ソフトウェアお

よびそれらに関する複製物を含めアンリツに返却

または廃棄するものとします。 
第 9 条 (協議)  

本使用許諾の条項における個々の解釈について

生じた疑義，または本使用許諾に定めのない事項

について，お客様およびアンリツは誠意をもって協

議のうえ解決するものとします。 
第 10 条 (準拠法)  

本使用許諾は，日本法に準拠し，日本法に従って

解釈されるものとします。本使用許諾に関する紛

争の第一審の専属的合意管轄裁判所は，東京地

方裁判所とします。 
 
 

(改定履歴) 
2020 年 2 月 29 日 
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ウイルス感染を防ぐための注意 

インストール時 
本ソフトウェア，または当社が推奨，許諾するソフトウェアをインストールす

る前に，PC (パーソナルコンピュータ) およびPCに接続するメディア (USB
メモリ，CF メモリカードなど) のウイルスチェックを実施してください。 

本ソフトウェア使用時および計測器と接続時 
• ファイルやデータのコピー 

次のファイルやデータ以外を PC にコピーしないでください。 
- 当社より提供するファイルやデータ 
- 本ソフトウェアが生成するファイル 
- 本書で指定するファイル 
前記のファイルやデータのコピーが必要な場合は，メディア (USB メモ

リ，CFメモリカードなど) も含めて事前にウイルスチェックを実施してくだ

さい。 
• ネットワークへの接続 

PC を接続するネットワークは，ウイルス感染への対策を施したネットワ

ークを使用してください。 
• マルウェア (ウイルスなど悪意のあるソフトウェア) からの保護 

PC をネットワークへ接続する場合は，以下のことを推奨します。 
- ファイアウォールを有効にする 
- Windows の重要な更新プログラムをインストールする 
- アンチウイルスソフトウェアを利用する 

 
 

ソフトウェアを安定してお使いいただくための注意 

本ソフトウェアの動作中に，PC 上にて以下の操作や機能を実行すると，ソフト

ウェアが正常に動作しないことがあります。 
• 当社が推奨または許諾するソフトウェア以外のソフトウェアを同時に実

行 
• ふたを閉じる (ノート PC の場合)  
• スクリーンセーバ 
• バッテリ節約機能 (ノート PC の場合)  

各機能の解除方法は，使用している PC の取扱説明書を参照してください。 
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はじめに 
この説明書は，MX880055A スモールセル アプリケーション アプレットの操作方法について記述したものです。 
MT8870A ユニバーサルワイヤレステストセットに関連する製品には，以下があります。 

・ MT8870A ユニバーサルワイヤレステストセット (本体) 
・ MT8870Aに装着されるモジュール 
・ MT8870Aにインストールされるアプリケーションソフトウェア 
・ パーソナルコンピュータにインストールしてMT8870Aをリモート制御する制御ソフトウェア 

これらの製品群をユニバーサルワイヤレステストセットシリーズと呼びます。ユニバーサルワイヤレステストセットシリー

ズの取扱説明書は，以下のように，本体，モジュール，アプリケーションソフトウェア，および制御ソフトウェアに分か

れて構成されています。  は，本書を示します。 

 

このマニュアルの表記について 
本書では，特に支障のない限り，MT8870AとMU887000Aでの使用を前提に説明をします。 
MT8872A，MU887001A，MU887002Aを使用される場合は，読み替えてご使用ください。 
MU887000A/01Aは，MU887000AまたはMU887001Aを示します。 

また，オプション形名の当社管理番号は，理由のない限り「0」として記述します。 
オプション形名： 下記のように3桁の数字で表示されます。 

 
機能を表す2桁の番号 

当社管理番号 

MU88700XA- x x x 

安全にご使用いただくための注意，電源・インタフェースの接続方法，本体

の操作方法，保守について説明しています。 

モジュール取扱説明書 

モジュールの規格，操作方法を説明しています。 
モジュールごとに取扱説明書が提供されます。 

アプリケーションソフトウェア取扱説明書 

アプリケーションソフトウェアの使用方法，リモートコマンドを説明しています。 
アプリケーションソフトウェアごとに取扱説明書が提供されます。 

制御ソフトウェア取扱説明書 
制御ソフトウェアのインストール，使用方法を説明しています。 
制御ソフトウェアごとに取扱説明書が提供されます。 

本体取扱説明書 

MX880055A スモールセル アプリケーション 
アプレット 取扱説明書 
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概要 1.1 CombiView の紹介

紹介

第1章 — 概要 
1.1 CombiViewの紹介 

CombiViewは，MT8870A ユニバーサルワイヤレステストセット (以下，MT8870Aと呼びます) をリモート制御す

るソフトウェアです。 

CombiViewは，GUI (Graphical User Interface) でMT8870Aの動作条件パラメータを設定し，測定結果を表

示します。 

 

制御用コンピュータ 

イーサネットケーブル
で接続 

CombiView 

 

 
図 1.1-1  MT8870A と制御用コンピュータの接続例 (イーサネット) 
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1.1 CombiView の紹介 

 
概要

CombiViewの特長は次のとおりです。 

・ リモート制御プログラムを作成することなく，MT8870Aを制御可能 

・ 接続しているMT8870Aとライセンス登録されているアプリケーションソフトウェアを自動検出 

・ Windows 7，およびWindows 10で動作 

・ 制御インタフェースとしてイーサネット (IPv4)，およびGPIBに対応 

・ アプレットの追加により，複数の測定規格に対応可能 

アプレットとは，ソフトウェアの部品です。CombiViewには，次のアプレットが用意されています。 

表 1.1-1  CombiView のアプレット 

形名・記号 品名 

MX880051A セルラアプリケーションアプレット 

MX880052A SRW アプリケーションアプレット 

MX880053A FM/Audio アプリケーションアプレット 

MX880054A 信号発生器アプリケーションアプレット 

MX880055A スモールセルアプリケーションアプレット 

MX880056A IEEE802.15.4 アプリケーションアプレット 

MX880057A Z-Wave アプリケーションアプレット 

注： MU887002A は，MX880053A に対応していません。 

MX880055A スモールセルアプリケーション アプレット (以下，MX880055Aと呼びます) は，CombiViewに基地

局の規格に関する測定機能を追加します。  
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概要 1.1 CombiView の紹介

紹介
CombiViewアプレットと，各アプレットがサポートするアプリケーションを以下の図に示します。点線で囲まれた領域

は，この説明書で扱っている情報を表します。 

 
図 1.1-2  コンビビュー (CombiView) アプレットと，関連する MT8870A アプリケーション (1/2) 

注： MU887002Aは，MV887112Aに対応していません。 

W-CDMA (MV887011A) 
GSM/EDGE (MV887012A) 
LTE FDD (MV887013A) 
LTE TDD (MV887014A) 
CDMA2000 (MV887015A) 
1xEVDO (MV887016A) 
TD-SCDMA (MV887017A) 
NR FDD sub-6GHz (MV887018A) 
NR TDD sub-6GHz (MV887019A) 
Category M FDD (MV887065A) 
NB-IoT (MV887067A) 
LTE-V2X (MV887068A) 

コンビビュー (CombiView) 
(MX880050A) 

MT8870Aのアプリケーション 

SRWアプレット 
(MX880052A) 

VSGアプレット 
(MX880054A) 

セルラアプレット 
(MX880051A) 

SRW 
送信テスト 

受信テスト 

SRW送信 

SRW，GPS/ISDB-T波形 

セルラ送信 

セルラ波形 

WLAN 802.11b/g/n/a (MX887030A) 
WLAN 802.11ac (MX887031A) 
WLAN 802.11p (MX887032A) 
WLAN 802.11ax (MX887033A) 
Bluetooth (MX887040A) 
CWパワー/周波数 (MX887050A) 

WLAN 802.11b/g/n/a (MV887030A) 
WLAN 802.11ac (MV887031A) 
WLAN 802.11p (MV887032A) 
WLAN 802.11ax (MV887033A) 
Bluetooth (MV887040A) 
GPS (MV887100A) 
Galileo (MV887101A) 
GLONASS (MV887102A) 
BeiDou (MV887103A) 
QZSS (MV887104A) 
DVB-H (MV887110A) 
ISDB-T (MV887111A) 
ISDB-Tmm (MV887112A) 

シーケンス測定 (MX887010A) 
W-CDMA (MX887011A) 
GSM/EDGE (MX887012A) 
LTE FDD (MX887013A) 
LTE TDD (MX887014A) 
CDMA2000 (MX887015A) 
1xEVDO (MX887016A) 
TD-SCDMA (MX887017A) 
NR FDD sub-6GHz (MX887018A) 
NR TDD sub-6GHz (MX887019A) 
Category M FDD (MX887065A) 
NB-IoT (MX887067A) 
LTE-V2X (MX887068A) 

セルラ 
送信テスト 
(アップリンク) 

セルラ 
受信テスト 
(ダウンリンク) 
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1.1 CombiView の紹介 

 
概要

 

 
図 1.1-3  コンビビュー (CombiView) アプレットと，関連する MT8870A アプリケーション (2/2) 

注： MU887002A は，MX880053A，MX887070A，MV887070A に対応していません。 

MX880055AでMT8870Aを制御するには，MT8870Aに次の表のアプリケーションソフトウェアが1つ以上ライセン

ス登録されている必要があります。 

 

表 1.1-2  MT8870A に必要なアプリケーションソフトウェアライセンス 

形名・記号 品名 

MX887021A W-CDMA/HSPA Downlink 送信測定 

MX887023A LTE FDD Downlink 送信測定 

 

FM/Audio (MV887070A) 

コンビビュー (CombiView) 
(MX880050A) 

MT8870Aのアプリケーション 

FM/Audioアプレット 
(MX880053A) 

FM/Audio送信 

FM/Audio波形 

FM/Audio (MX887070A) 

FM/Audio 
送信テスト 

FM/Audio 
受信テスト 

スモールセル 
アプレット 

(MX880055A) 

スモールセル 
送信テスト 
(ダウンリンク) 

スモールセル送信 

スモールセル波形 

W-CDMA/HSPA (MX887021A) 
LTE FDD (MX887023A) 

W-CDMA/HSPA (MV887021A) 
LTE FDD (MV887023A) 

IEEE 802.15.4 (MV887060A) 

IEEE802.15.4 
アプレット 

(MX880056A) 

IEEE802.15.4 送信 

IEEE802.15.4 波形 

IEEE 802.15.4 (MX887060A) 

IEEE 
802.15.4 
送信テスト 

IEEE 
802.15.4 
受信テスト 

Z-Wave 
アプレット 

(MX880057A) 
Z-Wave 
受信テスト 

Z-Wave  
送信テスト Z-Wave 送信 

Z-Wave 波形 

Z-Wave (MX887061A) 

Z-Wave (MV887061A) 



 

1-5 
 

 
概要 1.1 CombiView の紹介

紹介
MX880055Aの画面の例を次の図に示します。左側のウィンドウに設定項目のパネルがあり，ボタンをクリックすると

パラメータを設定する画面が表示されます。メインウィンドウには，測定結果が表示されます。 

 

 
図 1.1-4  MX880055A の画面 

 

 

 
図 1.1-5  パラメータ設定画面の例 
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1.2 製品構成 

 
概要

1.2 製品構成 

MX880055Aの製品構成は次のとおりです。 

複数の電子ファイルが1つまたは複数のメディア (DVDなど) にまとめて収納されることがあります。 

 

表 1.2-1  構成 

形名・記号 品名 備考 

MX880055A スモールセルアプリケーション アプレット — 

W3706AW MX880055A スモールセルアプリケーション  
アプレット 取扱説明書 

和文 
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ご使用になる前に 2.1 動作環境

第2章 — ご使用になる前に 
ここでは，MX880055A をご使用になる前の準備について説明します。 

2.1 動作環境 

CombiView の動作環境は次のとおりです。 

表 2.1-1  動作環境 

項目 仕様 

OS Windows 7 Service Pack 1 日本語/英語 
Windows 10 日本語/英語 

ディスプレイ 1024×768 以上 

メモリ 1 GB 以上 

ハードディスク空き容量 200 MB 以上＊1 

VISA NI-VISA＊2 

.NET Framework .NET Framework 4.0 (フルセット版)，または 
.NET Framework 4.5 

＊1: CombiViewの容量であり，VISAや.NET Frameworkのインストールには別途空き容量が必要です。 

＊2: OS，.NET Framework，およびNI-VISAのバージョンの対応は表2.1-3を参照してください。 

 

表 2.1-2  空欄 

 

表 2.1-3  .NET Framework と NI-VISA の対応表 

NET Framework NI-VISA 5.0.3～5.2 NI-VISA 5.3 以降 

.NET Framework 4.0 ○ ○ 

.NET Framework 4.5 × ○ 

○： 対応 ×： 非対応 

 

表 2.1-4  NI-VISA のバージョン 

CombiView パッケージバージョン NI-VISA のバージョン 

Ver 01.06.01 以前 Version 5.03～Version 5.4 

Ver 01.07.00 以降 Version 5.03～Version 5.4.1， 
および Version 14.0 以降 
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2.1 動作環境 

 
ご使用になる前に

パッケージバージョンに対応する CombiView とアプレットのバージョンは表 2.1-5 を参照してください。これ以外の

組み合わせで使用すると正しく動作しない場合があります。 

表 2.1-5  パッケージバージョン対応表 

パッケージ CombiView スモールセルアプレット 

Ver 01.06.01 1.4.3.0 1.1.14.0 

Ver 01.07.00 1.6.2.0 1.2.0.0 

Ver 01.07.09 1.6.10.0 1.2.1.0 

Ver 02.00.03 2.0.3.0 2.0.3.0 

Ver 02.00.04 2.0.3.0 2.0.4.0 

Ver 02.00.05 2.0.5.0 2.0.4.1 

Ver 02.00.07 2.0.6.3 2.0.7.0 

 

使用するモジュールに対応するパッケージバージョンは表 2.1-6 を参照してください。 

表 2.1-6  対応するバージョン 

モジュール形名 パッケージ 

MU887000A すべてのバージョン 

MU887001A Ver 01.04.16 以降 

MU887002A Ver 02.00.03 以降 

MU887002A-007 Ver 02.00.05 以降 
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パッケージバージョン 01.06.01 以前を使用する場合は，NI-VISA のインストール時に，[.NET Framework 4.0 
Languages Support] を選択してください。 

 閉じるボタン 

 

図 2.1-1  .NET Framework 4.0 Languages Support の選択 
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2.2 MT8870A との接続 

 
ご使用になる前に

2.2 MT8870Aとの接続 

CombiView をインストールしたコンピュータと MT8870A を接続します。『MT8870A ユニバーサルワイヤレステスト

セット 取扱説明書』の「2.5 ケーブルの接続」も参照してください。CombiView は接続可能な測定器を自動的に検

出するため，CombiView に対して測定器の GPIB アドレス，または IP アドレスを設定する必要はありません。 

2.2.1 イーサネットケーブルを接続する 
イーサネットケーブルは，カテゴリ 5 以上のストレートケーブルを使用してください。 

1. コンピュータにイーサネットケーブルを接続します。 

2. MT8870A正面パネルのEthernetコネクタ，または背面パネルのEthernetコネクタのどちらかに，イーサ

ネットケーブルを接続します。 

 

 

イーサネット
ケーブル 

 
図 2.2.1-1  正面パネルのコネクタへの接続 

 

 

 

イーサネット
ケーブル 

 
図 2.2.1-2  背面パネルのコネクタへの接続 

 

2.2.2 GPIBケーブルを接続する 

GPIBを使用してMT8870Aを制御するには，MT8870Aにオプション001が必要です。GPIB 1～4はそれぞれスロ

ット1～4に対応します。コンピュータに市販のGPIBインタフェースを追加します。CombiViewはNational 

Instruments社のGPIBインタフェースで動作確認をしています。 

1. コンピュータに追加したGPIBインタフェースに，GPIBケーブルを接続します。 

2. MT8870A背面パネルのGPIBコネクタに，GPIBケーブルを接続します。 
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ご使用になる前に 2.3 インストールとアンインストール

2.3 インストールとアンインストール 

2.3.1 インストール 

MX880055Aをインストールするには記憶媒体 (DVDなど) に含まれるインストールファイルを実行します。 

1. 記憶媒体 (DVDなど) の/Installer/CombiViewフォルダを表示します。 

2. [CombiViewSetup.msi] をダブルクリックします。 

3. インストール画面が表示されます。画面の指示に従ってください。 

4. [CombiView.MT8870x.SmallCell.Installer.msi] をダブルクリックします。 

5. インストール画面が表示されます。画面の指示に従ってください。 

 

 

2.3.2 アンインストール 

1. コントロールパネルの [プログラムと機能] > [プログラムのアンインストールまたは変更] から，

MX880055A CombiView SmallCell Appletをダブルクリックします。 

2. アンインストールを確認するメッセージが表示されます。[はい] をクリックするとMX880055Aがアンインス

トールされます。 

3. 上記手順と同様に，以下をアンインストールします。 

Anritsu CombiView 
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2.4 CombiView の起動と終了 

 
ご使用になる前に

2.4 CombiViewの起動と終了 

起動方法 

Windows 7 の場合： [スタートメニュー] > [すべてのプログラム] > [Anritsu] > [CombiView] から起動します。 

Windows 10 の場合： [スタートメニュー] > アプリ一覧の [A] 欄 > [Anritsu] > [CombiView] から起動します。 

CombiView を起動すると，Instrument Connection Options 画面が表示されます。 

 

図 2.4-1  Instrument Connection Options 画面 
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選択された探索方法に応じてネットワーク上の MT8870A を探索します。 

表 2.4-1  MT8870A の探索方法 

名称 説明 

Search for Instruments 選択されたネットワーク上に存在するすべての MT8870A を探索
します。 

Use Known Instruments 指定された IPアドレスのモジュールが装着されたMT8870A を探
索します。 

Simulation Mode MT8870A を探索せず，CombiView を Off Line (測定器と通信
しない状態) 動作にします。 

 

Use Known Instrumentsの [Edit] ボタンをクリックすることで，既知のMT8870Aの IPアドレスを編集できます。 

 

図 2.4-2  Known Instruments 画面 

 

既知の MT8870A を追加する場合は，[Add] ボタンをクリックし IP アドレスを入力してください。削除したい場合は，

対象の MT8870A を選択し[Remove] ボタンをクリックしてください。 

注意 複数の CombiView を同時に起動することはできません。すでに CombiView が起動している場
合は，次のメッセージが表示されます。 

 

 
図 2.4-3  二重起動時のメッセージ 
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2.4 CombiView の起動と終了 

 
ご使用になる前に

終了方法 

ウィンドウ右上の閉じるボタンをクリックします。 

 

図 2.4-4  閉じるボタン 

 

注意 MX880055A を終了した後，MT8870A のリモート制御コマンドの言語モードは Native になって
います。 
言語モードを SCPI に変更するには，SYST:LANG SCPI を送信してください。 

 

閉じるボタン 
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2.5 画面の名称 

画面の名称を以下の図に示します。 

 

図 2.5-1  CombiView Manager 画面 

 

表 2.5-1  CombiView Manager 画面のメニュー 

名称 説明 

Tools  

Update Connection 
Options 

Instrument Connection Options 画面を開きネットワ
ーク上の MT8870A を再探索します。 

MT8870A 
Utility Tool 

MX887900A ユーティリティツールを起動します。 

Help  

About ハードウェア，アプレットの情報を表示します。 

 

更新ボタン ツリービュー 
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 測定開始 連続測定開始 測定停止 

設定パネル 

タブ 

結果表示エリア 

右クリックでメニューが表示されます 

 

図 2.5-2  CombiView 画面 

 

設定パネルと結果表示エリアの間をドラッグして，設定パネルの幅を変えることができます。 

表 2.5-2  CombiView 画面のメニュー 

名称 説明 

File  

Load Settings xml 形式で保存したパラメータファイルを読み出して，パラメータを設
定します。 

Save Settings パラメータ設定を xml ファイルとして保存します。 

Save Settings As… パラメータ設定を xml ファイルとして新規保存します。 

Exit CombiView 画面を閉じます。 

Path Loss  

Configure Correction… 各ポートの電力損失の補正値を設定します。 

Apply Correction Configure Correction...で設定したパラメータを適用します。 

Window  

Tile Horizontal 結果タブが複数表示されている際に，縦に整列して表示します。 

Tile Vertical 結果タブが複数表示されている際に，横に整列して表示します。 

Reset Window Layout 結果タブの整列表示を解除します。 

Help  

About MX880055A の情報を表示します。 
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[Configure Correction] をクリックすると，下記の画面が表示されます。ケーブル等による電力損失値を設定するこ

とができます。表に行を追加することで，複数の測定周波数において設定ができます。 

 
図 2.5-3  Configure Path Loss Correction 画面 

 

表 2.5-3  Configure Path Loss Correction 画面のメニュー 

名称 説明 

Load from File… Path Loss のパラメータファイルを読み込んで，設定パラメータに反
映させます。 

Save to File… Path Loss の設定パラメータを csv 形式で保存します。 

Table Path Loss を設定する Table を変更します。16 個まで Table を設
定できます。 

Add Entry 新たに行を追加します。 

Delete Entry 選択している行を削除します。 

Send to Instrument MU887000A に Path Loss の設定内容を送信します。 

Done Path Loss Configure Correction を終了します。 

 

Apply Correction のチェックボックスにチェックを入れることで，Path Loss の設定が適用されます。CombiView 画

面メニューの [Apply Correction] と同機能です。 

 

 

 

 

Apply Correction 
check box 
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MU887000A に設定パラメータを送信せずに，Table を変更したり，Configure Pass Loss Correction を閉じようと

すると下記のメッセージが表示されます。 

 

図 2.5-4  Transfer Table?メッセージ 

 

[Yes] を選択すると，MU887000A に設定パラメータが送信されます。[No] を選択すると，MU887000A にパラメ

ータは送信されませんが，Table に設定していたパラメータは消去されてしまうので注意してください。 
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操作方法 3.1 画面の操作

第3章 — 操作方法 
ここでは，MX880055A の画面の操作方法を最初に説明し，パネルの表示を測定機能別に説明します。 

3.1 画面の操作 

3.1.1 測定項目の選択 

CombiViewを起動すると，CombiView Manager画面が表示されます。 

CombiView Manager画面には，検出したハードウェア (MT8870A) の情報が表示されます。 

 
図 3.1.1-1  ツリービューの表示例 

 

1. + をクリックします。Small Cellが表示されれば，MX880055Aで測定条件の設定と結果の表示ができま

す。 

 ツリービューに表示される項目は，アプリケーションが未インストールでも表示されます。ダブルクリック，ま

たは右クリックでアプリケーション起動した時に，ライセンスが無い場合は，メッセージ警告がでます。アプリ

ケーションは起動しません。 

2. 更新ボタン ( ) をクリックすると，ハードウェアが検索されてツリービューの表示が最新の状態に更新さ

れます。 

3. ツリービューの測定項目をダブルクリックします。 

4. MT8870Aと通信ができるまで数秒から十数秒かかります。通信が成功するとCombiView画面が表示さ

れます。 

 設定パネルのパラメータには，MT8870Aに設定されている値が表示されます。 
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3.1 画面の操作 

 
操作方法

3.1.2 画面操作 
設定パネル 

設定パネルには，測定条件を設定するテキストボックスやボタンが配置されています。 

 
図 3.1.2-1  設定パネルの表示例 

 

測定項目によって設定パネルの表示内容は異なります。ただし，次のボタンは共通です。 

表 3.1.2-1  設定パネルのボタン 

名称 説明 

Input Port＊ 測定する RF 信号を入力する MU887000A のポートを設定します。 

Output Port＊ VSG の RF 信号を出力する MU887000A のポートを設定します。 

Display Results 測定結果の一覧表を表示します。 

Vector Signal Generator MU887000A の出力信号を設定します。 

Start Trigger MU887000Aの VSGから出力する信号 (Uplink信号) を制御するトリガにつ
いて設定します。 

Level Calibration MU887000A の Calibration を実行します。Calibration の種類を選択して実
行できます。 

Test Command コマンドを入力して送信します。 

＊： MU887000Aの場合： Port 1，Port 2は，Input，Outputの両方に設定できます。 
  Port 3，Port 4は，InputまたはOutputのどちらかに設定できます。 
 MU887001Aの場合： Port 1～4は，Input，Outputの両方に設定できます。  
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操作方法 3.1 画面の操作

測定の開始と停止 

測定を開始，または停止するには，画面左上のボタンをクリックします。 

表 3.1.2-2  測定の開始と停止ボタン 

ボタン 名称 動作 

 
測定開始ボタン 測定を開始します。1 回だけ測定します。 

 
連続測定開始ボタン 停止ボタンをクリックするまで，測定を繰り返します。 

 
測定停止ボタン 測定を停止します。 

測定中は，MU887000Aの状態表示ランプ 3 が緑色に点灯します。 

測定エラーが発生すると，MU887000Aの状態表示ランプ 3 が赤色に点灯します。この場合は，下記のコマンドを

使用して原因を問い合わせてください。 

W-CDMAの場合 : MSTAT?, :STATus:ERRor? 

LTE FDD DLの場合 : :STATus:ERRor? 

コマンドの説明は，以下の各アプリケーションソフトウェアの取扱説明書を参照してください。 

『MX887021A W-CDMA/HSPA Downlink 送信測定 取扱説明書』 

『MX887023A LTE FDD Downlink 送信測定 取扱説明書』 

 

測定結果の表示 

数値データを表示するには，設定パネルの [Display Results] をクリックします。 

グラフの表示 

グラフを表示するには，測定開始前に設定パネルのチェックアイコン ( ) をクリックします。アイコンをチェックす

ると，MX880055A が測定終了後に波形データを読み込みます。設定パネルのグラフアイコン ( ) をクリックす

ると，グラフのタブが表示されます。 

測定結果のタブをドラッグすると，測定結果タブを別ウィンドウに表示できます (フローティング表示)。 
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3.1 画面の操作 

 
操作方法

 

 
図 3.1.2-2  フローティング表示例 

 

フローティング表示を元に戻すには，ウィンドウ右上の▼をクリックして，[Dock] をクリックします。 
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操作方法 3.1 画面の操作

 

 
図 3.1.2-3  フローティングウィンドウのオプションメニュー 

 

測定結果タブを閉じるには，タブの [×] をクリックします。フローティング表示の場合は，画面右上の [×] をクリッ

クします。 
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3.1 画面の操作 

 
操作方法

測定結果のタブをドラッグすると，画面中央部に十字アイコンが表示されます。十字アイコンの周りの4か所どれかに

ドラッグすると，測定結果タブを分割して表示できます。 

 
図 3.1.2-4  ウィンドウの分割表示例 
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操作方法 3.1 画面の操作

ウィンドウの分割表示を元に戻すには，分割表示されている測定結果タブを十字アイコンの中央部にドラッグしま

す。 

 
図 3.1.2-5  ウィンドウの分割解除 
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3.1 画面の操作 

 
操作方法

グラフの印刷と保存 

 
図 3.1.2-6  グラフの印刷と保存 

 

グラフ上で右クリックすると，[Save Graph Data]，[Print Graph Image] が表示されます。 

[Save Graph Data] をクリックすると，フォルダ選択画面が表示されます。保存先フォルダ，ファイル名を指定して 

[保存] をクリックします。 

[Print Graph Image] をクリックすると，印刷画面が表示されます。プリンタ，印刷方法を指定して [印刷] をクリッ

クします。 

 

エラーメッセージ 

設定したパラメータにエラーがある場合は，パラメータ入力時にエラーメッセージが表示されます。 

エラーメッセージの詳細は，『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明書』の「:SYSTem:ERRor」コマンド

の説明を参照してください。 
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操作方法 3.1 画面の操作

3.1.3 コマンドの送信 

リモートコマンドを画面に入力して送信することができます。 

設定パネルと対応していないコマンドや，MU887000A の状態の問い合わせに使用します。 

1. 設定パネルの [Test Command] をクリックして開きます。 

2. [Command/Query] のテキストボックスにコマンドを入力します。 

3. [Send] をクリックします。クエリを送信した場合は，レスポンスメッセージが [Query Response] に表示さ

れます。 

注意 ・ 送信したコマンドが正しくない場合，エラーコードとエラーメッセージがポップアップで表示され
ます。 

 送信したクエリが正しくない場合，Query Response の欄にエラーコードとエラーメッセージが
表示されます。 
ErrorCode 形式のメッセージの詳細は，『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明
書』の「:SYSTem:ERRor?」コマンドの説明を参照してください。 

・ リモート制御コマンドの言語モードは変更しないでください。変更した場合，以後のアプレット操
作でコマンドエラーが発生します。 

 

 
図 3.1.3-1  Test Command の表示例  

 

送信したコマンドが正しくない場合，MU887000A の状態表示ランプが点滅します。状態表示ランプの説明は，

『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明書』の「付録 D ランプの状態表示」を参照してください。 

3.1.4 出力信号の設定 
MU887000A が RF 信号を測定している間に，MU887000A から RF 信号を出力することができます。次の手順で

出力する RF 信号 (Uplink 信号) を設定します 

1. [Vector Signal Generator] をクリックして開きます。 

2. [Level (dBm)]，および [Frequency (MHz)] のテキストボックスに値を入力します。 

3. [Output] をクリックして信号出力を設定します。 

4. [Modulation] をクリックして変調を設定します。 

5. メモリにファイルを読み込む前に [Refresh waveform file list] をクリックして，ファイルリストを更新します。 

6. [Select waveform to load] でファイルを選択します。 

7. [Load waveform into ARB memory] をクリックすると，ファイルが波形メモリに読み込まれます。 

8. [Select waveform] をクリックして，波形パッケージを選択します。 

9. [Select pattern from waveform] をクリックして，波形パターンを選択します。 
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3.1 画面の操作 

 
操作方法

10. [Set Pattern] をクリックして，選択したパラメータと波形パターンをVSGに設定します。 

 
図3.1.4-1  Vector Signal Generatorの設定例 

 

[Load waveform into ARB memory ] をクリックすると，[Select waveform to load] で設定したファイル

がMU887000Aの波形メモリに読み込まれます。 

ファイル読み込み中は，MU887000Aの状態表示ランプ 2 が緑色に点滅します。 

ファイル読み込みでエラーが発生すると，MU887000Aの状態表示ランプ 2 が赤色に点灯します。この場

合は，:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:FILE:LOAD?コマンドを使用して原因を問い合わせてください。 

コマンドの説明は，『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明書』の「第 5 章 SCPI コマンドリファレンス」を

参照してください。 

次の設定値は，[Set Pattern] をクリックするとMU887000Aに送信されます。 

[Select waveform]，[Select pattern from waveform] 
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操作方法 3.2 W-CDMA

3.2 W-CDMA 
W-CDMAの測定項目の説明は，『MX887021A W-CDMA/HSPA Downlink 送信測定 取扱説明書』の「第 2章 
基本測定」を参照してください。 

ここでは，WCDMA の画面表示を説明します。 

3.2.1 条件設定 
W-CDMA の設定パネルを次の図に示します。ボタンの▲，▼をクリックするとパラメータを変更できます。 

 
図 3.2.1-1  W-CDMA 設定パネル (1/2) 
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3.2 W-CDMA 

 
操作方法

 

 
図 3.2.1-2  W-CDMA 設定パネル (2/2) 
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操作方法 3.2 W-CDMA

3.2.2 測定と結果表示 
次の手順で測定します。 

1. [Input Port] から [Scrambling Code(0x)] までの各パラメータを設定します。 

2. [Measurement] をクリックして開き，各パラメータ を設定します。 

3. [Spectrum Emission Mask] をクリックして開き，マスク測定のテンプレートを設定します。 

4. グラフを表示する場合は，[Spectrum Emission Mask] のチェックを有効 ( ) にします。 

5. [Display Results] をクリックします。[WCDMA BS] タブが表示されます。 

6. 測定開始ボタン ( ) をクリックします。 

7. 測定が終了すると，[WCDMA BS] タブに数値データが表示されます。 

8. 次のパネルのボタン ( ) をクリックすると，グラフが表示されます。 

 [Spectrum Emission Mask] 

 

[Start Trigger] をクリックして開くと，Triggerの設定項目を設定できます。 

[Level Calibration] をクリックして開くと，各種Calibrationを実行するボタンが表示されます。 

 

 
図 3.2.2-1  W-CDMA (スペクトラムエミッションマスク) のグラフ 
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3.2 W-CDMA 

 
操作方法

3.2.3 SCPIコマンドとの対応 
MX887021A W-CDMA/HSPA Downlink 送信測定のリモート制御コマンドと，画面との対応を以下の図に示しま

す。コマンドの説明は『MX887021A W-CDMA/HSPA Downlink送信測定 取扱説明書』の「第3章 SCPIコマン

ドリファレンス」，および『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明書』の「第 5 章 SCPI コマンドリファレン

ス」を参照してください。 

 
図 3.2.3-1  設定パネル 

 

:ROUTe:PORT:CONNect:DIRection 

[:SENSe]:EVM:CDETection[:BTS] 

[:SENSe]:POWer[:RF]:RANGe:ILEVel 

:TRIGger[:SEQuence]:DELay:CHIP 

[:SENSe]:EVM:DTX[:STATe] 

[:SENSe]:EVM:PICH:CCODe 

[:SENSe]:FREQuency:CENTer 

:TRIGger[:SEQuence]:SLOPe 

:TRIGger[:SEQuence]:SOURce  

[:SENSe]:EVM:PICH:TOFFset 

[:SENSe]:EVM:SYNC:MODE  

[:SENSe]:EVM:SYNC:SCRamble  



 
 

3-15 
 

 
操作方法 3.2 W-CDMA

 

 
図 3.2.3-2  設定パネル (Vector Signal Generator)  

 

 
図 3.2.3-3  設定パネル (Start Trigger) 

 

 
図 3.2.3-4  設定パネル (Spectrum Emission Mask) 

 

 
図 3.2.3-5  設定パネル (Level Calibration) 

 

:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:TRIGger 
:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:TRIGger:DELay 

:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:TRIGger:SLOPe 

:CALCulate:CALibration:BAND:STARt:TEMPerature 
:CALCulate:CALibration:BAND:STARt 
:CALCulate:CALibration:FULL:STARt 

[:SOURce]:POWer[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] 

[:SOURce]:FREQuency[:CW|:FIXed] 
:OUTPut[:STATe] 

:OUTPut:MODulation[:STATe] 

[:SOURce]:RADio:ARB:WAVeform  

:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:FILE:LOAD 
:MMEMory:CATalog 

[:SENSe]:SEMask:STANdard 
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3.2 W-CDMA 

 
操作方法

 
図 3.2.3-6  設定パネル (Measurement) 

 

 
図 3.2.3-7  Modulation Analysis，Occupied Bandwidth 測定結果 

 

:FETCh:ALL? 

[:SENSe]:ALL[:STATe] 

[:SENSe]:ALL:AVERage:COUNt 
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操作方法 3.2 W-CDMA

 
図 3.2.3-8  Spectrum Emission Mask，ACLR 測定結果 

:FETCh:ALL? 
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3.2 W-CDMA 

 
操作方法

3.2.4 Nativeコマンドとの対応 
MX887021A W-CDMA/HSPA Downlink 送信測定のリモート制御コマンドと，画面との対応を以下の図に示しま

す。コマンドの説明は『MX887021A W-CDMA/HSPA Downlink 送信測定 取扱説明書』の「第 4 章 Native コマ

ンドリファレンス」，および『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明書』の「第 5 章 SCPI コマンドリファレ

ンス」を参照してください。 

 
図 3.2.4-1  設定パネル 

 

PORT 

CHDET 

INPUTLVL 

TRGDLY 

DTXSETUP_MOD 

PICHNO_MOD 

FREQ 

TRGEDGE 

TRG 

PICHTIMINGOFS_MOD 

SCRSYNC 

SCRCODE 
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操作方法 3.2 W-CDMA

 
図 3.2.4-2  設定パネル (Vector Signal Generator) 

 

 
図 3.2.4-3  設定パネル (Start Trigger) 

 

 
図 3.2.4-4  設定パネル (Spectrum Emission Mask) 

 

 
図 3.2.4-5  設定パネル (Level Calibration) 

 

SOUR:GPRF:GEN:ARB:TRIG:SLOP 

SOUR:GPRF:GEN:ARB:TRIG 
SOUR:GPRF:GEN:ARB:TRIG:DEL 

SCPIコマンドは図3.3.3-3を参照してください。 

OLVL 

FREQ 
LVL 

MOD 

PAT 

SOUR:GPRF:GEN:ARB:FILE:LOAD 
FLIST 

SCPIコマンドは図3.3.3-2を参照してください。 

BANDCAL_TEMP 
BANDCAL 

TEMPMODE_SMASK 

FULLCAL 
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3.2 W-CDMA 

 
操作方法

 
図 3.2.4-6  設定パネル (Measurement) 

 

 
図 3.2.4-7  Modulation Analysis，Occupied Bandwidth 測定結果 

 

ALLMEAS? 

ALLMEASITEMS 
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操作方法 3.2 W-CDMA

 
図 3.2.4-8  Spectrum Emission Mask，ACLR 測定結果 

ALLMEAS? 
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3.3 LTE FDD DL 

 
操作方法

3.3 LTE FDD DL 
LTE の測定項目の説明は，『MX887023A LTE FDD Downlink 送信測定 取扱説明書』の「第 2 章 基本測定」

を参照してください。 

ここでは，LTE の画面表示を説明します。 

3.3.1 条件設定 
LTE の設定パネルを次の図に示します。ボタンの▲，▼をクリックするとパラメータを変更できます。 
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操作方法 3.3 LTE FDD DL

 
図 3.3.1-1  LTE 設定パネル 

Vector Signal Generator，Start 

Trigger， 

Level Calibration， 

Test Command のパネルは， 

「図 3.2.1-1 W-CDMA 設定パネル」

を参照してください。 
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3.3 LTE FDD DL 

 
操作方法

3.3.2 測定と結果表示 
次の手順で測定します。 

1. [Input Port] から [Interfering Frequency Bandwidth] までの各パラメータを設定します。 

2. [Measurement] をクリックして開き，各パラメータを設定します。 

3. [Modulation Analysis] をクリックして開き，各パラメータを設定します。 

4. グラフを表示する場合は，[OBW/ACLR Spectrum] のチェックを有効 ( ) にします。 

5. [Display Results] をクリックします。[LTE_FDD_DL] タブが表示されます。 

6. 測定開始ボタン ( ) をクリックします。 

7. 測定が終了すると，[LTE_FDD_DL] タブに数値データが表示されます。 

8. 次のパネルのボタン ( ) をクリックすると，グラフが表示されます。 

  [OBW/ACLR Spectrum] 

 

[Start Trigger] をクリックして開くと，Triggerの設定項目を設定できます。 

[Level Calibration] をクリックして開くと，各種Calibrationを実行するボタンが表示されます。 

 

 
図 3.3.2-1  LTE (OBW/ACLR Spectrum) のグラフ 
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操作方法 3.3 LTE FDD DL

3.3.3 SCPI コマンドとの対応 
MX887023A LTE FDD Downlink 送信測定のリモート制御コマンドと，画面との対応を以下の図に示します。コマ

ンドの説明は『MX887023A LTE FDD Downlink 送信測定 取扱説明書』の「第 3 章 SCPI コマンドリファレンス」，

および『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明書』の「第 5 章 SCPI コマンドリファレンス」を参照してく

ださい。 

 
図 3.3.3-1  設定パネル 

 

:TRIGger[:SEQuence][:STATe] 

[:SENSe]:BATCh:CAPTure:TIME:UWEMissions:LENGth 
[:SENSe]:BATCh:CAPTure:TIME:UWEMissions:STARt 

:TRIGger[:SEQuence]:DELay 

:TRIGger[:SEQuence]:SOURce 

:TRIGger[:SEQuence]:SLOPe 

[:SENSe]:BATCh:BAND[0]:POWer[:RF]:RANGe:ILEVel 

[:SENSe]:BATCh:BAND[0]:OBUE:STANdard 

[:SENSe]:BATCh:BAND[0]:FREQuency:CENTer 

[:SENSe]:BATCh:CAPTure:TIME:LENGth 

[:SENSe]:BATCh:BAND[0]:OBUE:STANdard:ADDitional 

:ROUTe:PORT:CONNect:DIRection 

[:SENSe]:BATCh:BAND[0]:INTerfering:FREQuency:BANDwidth 

[:SENSe]:BATCh:BAND[0]:INTerfering:MODE 
[:SENSe]:BATCh:BAND[0]:INTerfering:FREQuency:OFFSet 

[:SENSe]:BATCh:CAPTure:TIME:STARt 
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3.3 LTE FDD DL 

 
操作方法

 

 
図 3.3.3-2  設定パネル (Vector Signal Generator) 

 

 
図 3.3.3-3  設定パネル (Start Trigger) 

 

 
図 3.3.3-4  設定パネル (Measurement)  

 

 
図 3.3.3-5  設定パネル (Level Calibration) 

[:SENSe]:BATCh:EVM[:STATe] 

[:SENSe]:BATCh:OBUE[:STATe] 
[:SENSe]:BATCh:AVERage:UWEMissions:COUNt 

[:SENSe]:BATCh:ACLR[:STATe] 
[:SENSe]:BATCh:OBW[:STATe] 

[:SENSe]:BATCh:AVERage:COUNt 

:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:TRIGger 
:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:TRIGger:DELay 

:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:TRIGger:SLOPe 

:CALCulate:CALibration:BAND:STARt:TEMPerature 
:CALCulate:CALibration:BAND:STARt 
:CALCulate:CALibration:FULL:STARt 

[:SOURce]:POWer[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] 

[:SOURce]:FREQuency[:CW|:FIXed] 
:OUTPut[:STATe] 

:OUTPut:MODulation[:STATe] 

[:SOURce]:RADio:ARB:WAVeform  

:SOURce:GPRF:GENerator:ARB:FILE:LOAD 
:MMEMory:CATalog 
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操作方法 3.3 LTE FDD DL

 

 
図 3.3.3-6  設定パネル (Modulation Analysis) 

 

[:SENSe]:BATCh:CC[0]:RADio:TMODel 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:APORt 

[:SENSe]:BATCh:CC[0]:RADio:CBANdwidth 

[:SENSe]:BATCh:CC[0]:RADio:SYNChronization:MODE 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:RSIGnal:MODE 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:RSIGnal:CELLid 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:RSIGnal:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:ANTenna:NUMBer 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDSCh:MODulation 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:CHANnel:ESTimation 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PBCH[:STATe] 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PBCH:POWer:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PBCH:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PSS[:STATe] 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PSS:POWer:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PSS:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:SSS[:STATe] 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:SSS:POWer:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:SSS:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh[:STATe] 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh:POWer:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh:SYMBol:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh:SYMBol:NUMBer 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh:MAPPing 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PCFich[:STATe] 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PHICh:NG 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PHICh:DURation 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDSCh:POWer:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDSCh:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PCFich:POWer:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PCFich:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PHICh[:STATe] 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PHICh:POWer:AUTO 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PHICh:POWer:BOOSting 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh:MAPPing:EASY:FORMat 

:CALCulate:BATCh:CC[0]:PDCCh:MAPPing:EASY:NUMBer 
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3.3 LTE FDD DL 

 
操作方法

 

 
図 3.3.3-7  Modulation Analysis，Occupied Bandwidth，ACLR 測定結果 

 

:FETCh:BATCh[n]? (n=2) 

:FETCh:BATCh[n]? (n=1) 



 
 

3-29 
 

 
操作方法 3.3 LTE FDD DL

 

 
図 3.3.3-8  OBUE 測定結果 (1/2) 

 

:FETCh:BATCh[n]? (n=6) 

:FETCh:BATCh[n]? (n=2) 



 
 

3-30. 
 

 
3.3 LTE FDD DL 

 
操作方法

 

 
図 3.3.3-9  OBUE 測定結果 (2/2) 

 

:FETCh:BATCh[n]? (n=6) 

:FETCh:BATCh[n]? (n=7) 
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